
2021年7月に、北海道電力や北海道ガス、北洋銀行、北海道銀行、JR北海

道など道内9企業が共同で新たな水素関連事業に取り組む「北海道水素事

業プラットフォーム」を設立するなど、北海道において水素製造や利活用に向

けた取り組みが進んでいます。

北海道電力やグリーンパワーインベストメント（東京都）などは、洋上風力で

作った電力による水素製造に乗り出しています。再生エネ由来の電気で作っ

た水素は「グリーン水素」と呼ばれ、脱炭素の切り札と期待されています。洋

上風力は石狩市の港湾に設け、出力は11万キロワット。石狩市内の拠点で水

を電気分解して作る水素の年間製造量は最大約550トンと、水素自動車10
万台強を満タンにできる規模となります。製造した水素は北海道内で使うほか、

各地に海上輸送し、供給網を構築することを目指します。今回の拠点は洋上

風力の電力による水素の製造拠点としては国内最大となります。

○当資料は、日興アセットマネジメントが「水素」についてお伝えすることなどを目的として作成した資料であり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。ま
た、当資料に掲載する内容は、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。○投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変
動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・換金時
には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

国内最大の洋上風力で北海道産水素を製造
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2022年9月カーボンニュートラルを実現する、夢のエネルギー源。
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環境メガトレンド投資の大本命

※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンドにおける保有・非保有
および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

石狩市では他の洋上風力によるグ

リーン水素プロジェクトも計画されて

おり、実現すれば現地の水素製造

量は2,500トンに達する見通しです。

日本は海に囲まれているため、洋上

風力の設置余地が大きく、水素を貯

蔵・輸送しやすいという強みがあり、

注目を集めています。

港湾エリアや
データセンターで

地産地消

石狩湾新港

荷役機械や冷蔵
倉庫などで活用

神戸港

北海道電力やGPI、日鉄エンジニアリング、
エア・ウォーターなどがグリーン水素製造

国交省や海運会社と
連携し海上輸送
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